






Potentialities of “Individual Support Plan” that drawn up in infantile period:




















































































































































思春期は “ 第二の誕生 ” と言われる時期であり，生涯発達の中でも大きな変化が心身に生じる時
期である。同時に，生活環境としても高校や大学あるいは職場という見通しが立ちにくく，応用


















































































































































































































用いている。以下は，その英語表記と日本語の旧名称と新名称である。 Autism Spectrum Disorder（ASD）：
自閉症スペクトラム障害→自閉スペクトラム症 Attention̶Deficit ／ Hyperactivity Disorder（ADHD）：注
意欠陥・多動性障害→注意欠如・多動症 Learning Disorder（LD）：学習障害→学習症
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